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⽬次
•提案されたアイデアの状況
•現時点で実現されていること
•⽬標の実現に向けての状況
•⾃治体との連携の状況

• その他

•次⾴以降のスライドの灰⾊の部
分は削除して記⼊欄のスペース
を広げてご記⼊ください。

• できるだけ簡潔にそれぞれのパワ
ポの枠に⼊るようにご記⼊くださ
い。
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１．提案されたアイデアの状況（現状）

提案アイデア（⽬標）
（当初アイデア）
夏休み期間中に、全国から集
まった⼩学⽣を対象として、近江
⼋幡市ゆかりのヴォーリズや近江
商⼈、織⽥信⻑らの⽣き⽅・独⽴
精神について学んでもらう。
また、当市の⾃然や歴史⽂化、
地域交流などを体験してもらうため
の宿泊型のカリキュラムを提供する。

その後の変更点
「世界の中⼼で学ぶ サマース
クール近江⼋幡」と題し、2泊3⽇
の体験学習カリキュラムを設計。
旅⾏業者等への委託ではなく、
地域の参画を得ることで、計画〜
実施まで⾃前で⾏うこととし、募集
を⾏う⼨前まで漕ぎ着けるも、旅
館業法へ抵触する恐れがあること
が発覚し、やむなく断念した。
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２．現時点で実現されていること
＜実施状況（実現した内容）＞
学校や⾏政、商⼯会議所、地域諸団体による実⾏委員会、及び実務担当
者によるプロジェクトチームを組織し、実施に向けた協議を実施した。
カリキュラム内容の策定、実施当⽇の役割分担等を整え、実施スケジュール
や、募集チラシ案の作成等まで完了。
＜実現しなかった理由＞
宿泊を前提としたカリキュラムとし、参加者には教材費や⾷料費などの⼀部
費⽤負担してもらうことを想定していたが、これが旅館業法に抵触する可能性
があることが判明した。法律家等への確認を⾏うも、明確な判別は意⾒が分
かれる内容であるとの回答であったことから、参加者（児童、保護者）や協⼒
いただいた学校や地元団体等へ配慮し、残念ながら中⽌の判断に⾄った。
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３．⽬標の実現に向けての状況

今後のマイルストーン
●実施体制の再検討
現⾏の法制度下においては、旅館
業の許可を有する旅⾏代理店等に
介在してもらうことが唯⼀の解決法と
思われる。
しかしながら、地域の協⼒による⼿
作りカリキュラムであるが故に、参加
費⽤を抑え、持続可能な⻘少年育
成プログラムとできる側⾯もあること
から、慎重な判断が必要となる。

課題
• 体制
同左

• 資⾦
旅⾏代理店等への委託とした
場合、そのコスト増を参加費⽤へ
転化しないアイデアが必要となる。

• その他
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４．⾃治体との連携の状況
• 「世界の中⼼で学ぶ」実⾏委員会顧問に市⻑が就任。
• COG応募前より、⾯談を重ね、アイデアの⽅向性を共に検討した。
• COG応募後は、上記実⾏委員会、及び実務担当者で構成するプロ
ジェクトチームに参加してもらい、実施までの詳細協議を⾏った。

•最終的にプロジェクト実施には⾄らなかったが、サマースクール実施の
際には、参加者募集のために市内⼩学校へのチラシ配布や友好都市
への案内等の広報活動、保健師派遣による児童の健康⾯サポート、
移動⼿段の確保等で、⾃治体の協⼒を得る予定であった。

COG2016フォローアップ 6



５．その他
今回⽴ち上げたプロジェクトは、世の中に明確な中⼼や周辺はなく、今
⽣きている⾃分が中⼼なのだという、ヴォーリズの精神や⾏き⽅を⼦供た
ちに学んでもらおうとするものであり、⽬まぐるしいスピードで変化する世
界を⽣きる、今の⻘少年たちにとって、⾃然の⼤切さを認識するなど、意
義深いものになると思っている。
前述の課題はあるものの、今後も実現に向けた議論を継続していきた
い。
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